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援としてAccelerate your Coaching Effectiveness（Ayce）、心理的自立として心理的自立
尺度（PJS-2）、自尊感情としてローゼンバーグの自尊感情尺度を用いた。分析は、心理的
自立への影響要因の検定は重回帰分析を用い、平均値の検定には、一元配置分散分析を用い、
多重比較検定にはTukeyの検定を用い、尺度間の関連性は、ピアソンの積率相関係数の検定
を用いた。有意水準は5％とした。 
 
結 果 
有効回答は1,114名（有効回答率61.4％）、学生の年齢は18～24歳（平均年齢19.2）、性別
は女性が761名（68.3％）、男性が353名（31.7％）であった。心理的自立に最も影響を与え
た重要他者は、男性は「母」「父」「友人」の順に多く、女性は「母」「友人」「父」の順に
多かった。また、青年期の心理的自立には、性別、学年、専攻、現在の暮らしが影響要因
となることが明らかとなった。男女ともに、自尊感情と重要他者からのコーチングに基づ
く支援の「主体性の尊重」、「視点の変化」、「目標・行動の明確化」との間に有意な正の相
関が認められた。女性は、重要他者からのコーチングに基づく支援と心理的自立のすべて
の下位尺度の間に有意な正の相関が認められた。男性は、心理的自立の「自己統制」につ
いて重要他者からのコーチングに基づく支援の「視点の変化」との間で、有意な正の相関
が認められた。しかし、「主体性の尊重」と「目標・行動の明確化」の間には有意な相関は
認められなかった。それ以外の尺度間では有意な正の相関が認められた。さらに、男女と
もに自尊感情と心理的自立のすべての下位尺度の間に有意な正の相関が認められた。 
 
考 察 
青年期の心理的自立に影響を与えた重要他者として、「母親」が最も多かったことから、
心理的自立への親の影響は、青年期にある子ども自身も主観的に感じていることが明らか
となった。男女ともに重要他者からのコーチングに基づく支援のすべての下位尺度と自尊
感情尺度得点との間に有意な正の相関が認められ、重要他者からのコーチングに基づく支
援は自尊感情を高めると考えられた。自尊感情と心理的自立との関連について、男女とも
に自尊感情尺度得点と心理的自立のすべての下位尺度との間に正の相関が認められた。ま
た、重要他者からのコーチングに基づく支援は、男性、女性ともに自尊感情を高め、女性
では心理的自立のすべての下位尺度を促す上で有効であり、男性では心理的自立の「自己
統制」以外の「将来志向」「適切な人間関係」「価値判断・実行」「責任」「社会的視野」を
促す上では有効であった。しかし、男性では、重要他者からのコーチングに基づく支援は、
自尊感情を高めるには有効であったが、コーチングの「主体性の尊重」と「目標・行動の
明確化」の支援は「自己統制」を促すことにはつながっていなかった。重要他者はコーチ
ングを学んだコーチでないため、特に「目標・行動の明確化」は行っていても目標の達成
に向けての支援が継続されていたか明らかでない。「自己統制」の発達は男女差があると言
われ、青年期の男性に対する自己統制を促す支援について、今後男女の特性を含めた検討
が必要であると考える。 
 
結 論 
重要他者からのコーチングに基づく支援は、女性では、自尊感情を高め、心理的自立の
すべての下位尺度を促し、男性も、自尊感情を高め、心理的自立の「自己統制」以外の「将
来志向」「適切な人間関係」「価値判断・実行」「責任」「社会的視野」を促していることが
明らかになった。本研究の結果から、重要他者からのコーチングに基づく支援は、自尊感
情を高め、青年期の若者の心理的自立を促すのに有効であることが示唆された。 
